
近未来コンクリート研究会 
第 1 回 初期ひび割れ抑制技術協議会（Ｃ協議会）議事メモ 

 
日時：平成 30 年 7 月 2 日 14:30〜15：40 
場所：コンクリートメンテナンス協会会議室 
 
１．検討範囲 

本協議会では、初期ひび割れの要因として、主として水和熱、乾燥収縮、自己収縮を対象とするが、
施工時のブリーディングによるひび割れ、プラスティック収縮ひび割れなども検討対象とする。 
 
２．初期ひび割れに関する課題 
（１）マスコンクリートの水和熱 
・打ち込み後、冷水を散水して冷やしてしまうことがある。 

⇒マスコンの場合は、冷水の散水はひび割れを助⻑する。保温した⽅が良い場合がある。 
・脱型後の養生が良くないために発生するひび割れがある。 
・マスコンの打継間隔の影響が大きい 
・誘発目地の利用では、目地間隔が重要 
・秋から冬にかけての時期に、ひび割れが多く発生する 
 
（２）高炉セメント 
・夏期の温度上昇によるひび割れ 
・冬期のブリーディングによる沈下ひび割れ 
 
（３）ひび割れ幅の許容値 
・ひび割れ幅の許容値は、0.2mm としている発注者が多い。 
・土木学会では、0.005C（C:かぶり mm）としている。 
 
（４）その他 
・スランプの標準値が 12cm となったことに影響⇒ひび割れに対しての大きな影響は発生していない。 
・太径の鉄筋を使用することが多くなり、沈下ひび割れが多くなっている。 
・設計、材料、製造、施工の各段階において、初期ひび割れ対策を考えてはどうか。 
・材料の検討としては、骨材、セメント、膨張材、フライアッシュなどが考えられる。 
 

以上 
 
 
 


